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第１６号
みんなで育む 豊かな心・健やかな体・確かな学力

新年度が始まってから今日まで、約３か月半が過ぎました。この間に子どもたちは多
くのことを学び、心も体も着実に成長しているように感じます。これは、学校だけでな
く、ご家庭や地域、スポーツ少年団等、多くの皆様のお力添えのおかげであり、改めて
感謝申し上げます。
さて、明日から子どもたちは夏休みに入ります。自由に使える時間が増えますので、

各自が決めた「夏休みのめあて」に向かってしっかりと努力できるよう、ご家庭でも支
援をよろしくお願いいたします。
また、子どもたちの安全・安心の確保のため、学校では次のようなことを指導してお

ります。ご家庭でも話題にし、子どもたちの安全への意識を高められるようお願いいた
します。

□交通事故防止のために
・飛び出しを絶対にしないこと。
・横断歩道を渡るときも安全確認を徹底すること。
・自転車使用時のルールを守ること。
□水難事故防止のために
・水路や河川等の危険箇所には近づかないこと。
□不審者による事故の防止のために
・声かけ及び追尾事案があった場合は、大声で助
けを求めるとともに、近くの民家や商店等に駆
け込み、保護を求めること。

・二次被害防止のために、不審者を見かけた場合
は、保護者や学校、警察に迅速に通報すること。

＜保護者の皆様へ＞

事故や不安なこと等、何かあ
りましたら、休日でも（その日
のうちに）学校または担任へご
連絡を！（連絡がつかない場合
は、教頭または校長へ。）
※8/11～15は学校閉庁日

内小友小学校 68-2345

教頭（〇〇）〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇

校長（〇〇）〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇

この夏、〇〇〇〇〇さんが韓国へ！

昨年度「第68回青少年読書感想文全国コンクー
ル」で「サントリー奨励賞」を受賞した〇〇〇〇〇
さん(６年)が、この度、「日中韓こども童話交流事
業実行委員会」主催の標記事業（運営：毎日新聞社）
への招待を受け、８月16日(水)～23日(水)の日程
で韓国へ行くことになりました。
この事業は、３か国の児童（小学４～６年生）計

100人(日本33人、中国33人、韓国34人)が１週
間共同生活をし、様々な体験をもとにオリジナルの
絵本を創作するイベントです。開催国は３か国持ち
回りで、今回は韓国での開催とのことです。
〇〇〇さんには、日中韓の同年代の仲間との交流

を通して、たくさんのことを学んできてほしいと思
います。

先週12日(水)の
朝に、５年生の子
どもたちへ「ぽけ
っと」さんのメン
バーである〇〇〇
〇〇さんが読み聞
かせをしてくださ

いました。今回読んでいただいたのは、「オ
ニのきもだめし」という絵本です。子ども
たちは「最後に赤鬼が青鬼
になったところがおもしろ
かった。」と感想を話して
くれました。
次回「ぽけっと」さんに

よる読み聞かせは、夏休み
明けの８月23日(水)【６
年生】の予定です。今から
とても楽しみです。

「ぽけっと」さんの読み聞かせ ５年生



先週12日(水)の昼読書の時間を利用して、児童会の「わくわくブ
ック委員会」の子どもたちが、全ての学年で読み聞かせを行いまし
た。普段は図書ボランティアの「ぽけっと」さんの皆さんから読み
聞かせをしてもらっているのですが、今回は子どもたちが自ら挑戦しました。
この日に向けて読み聞かせの練習を重ねてきた「わくわくブック委員会」の子どもた

ちは少し緊張気味でしたが、しっかりと役目を果たしました。聞き手の子どもたちも、
「わくわくブック委員会」の皆さんの読み聞かせに聞き入っていました。

＜読み聞かせ＞ ＜読み聞かせ＞
６年 〇〇 〇〇さん ６年 〇 〇 〇さん

５年 〇〇〇〇〇さん

＜読み聞かせ＞ ＜読み聞かせ＞
５年 〇〇 〇〇さん ６年 〇〇 〇〇さん

わくわくブック委員会企画

ミニぽけっとさん
読み聞かせ

【絵本】「ようかいむらの
わくわくなつやすみ」 【絵本】「ごはんのにおい」

【絵本 】 「それしかない
わけないでしょう」

【絵本】「せかいでいちば
んつよい国」

１・２年 ３年

４年 ５・６年

読み聞かせに使った絵本

先週13日(木)に、今年度第1回目の学校評議員会が行われまし
た。今年度本校の学校評議員は、次の皆様です。

〇〇 〇〇 様（〇〇〇） 〇〇〇〇〇 様（〇〇〇）
〇〇 〇〇 様（〇〇〇） 〇〇 〇〇 様（〇 〇）
〇〇 〇〇 様（〇〇〇〇〇〇〇）

学校評議員制度のねらいは、学校が保護者や地域の皆様の意
見を幅広く聞き、地域や社会に開かれた学校づくりを一層推進
するとともに、学校が家庭・地域と連携しながら、より特色あ
る教育活動を展開できるようにすることです。
今回評議員の皆様には、縦割りグループによる「すこやか遊

び」（児童会活動）を参観していただき、子どもたちの様子や学
校教育に対してのご意見をいただきまし
た。いただいたご意見については全教職
員で共通理解を図り、今後の指導に生か
していきたいと思います。

７月13日
学校評議員会

【学校評議員の皆様からのご意見（一部）】

・タブレット端末を活用した６年生による修学旅行の報告が大変立
派であった。また、縦割りプループでの活動も日頃からの関係性
のよさが見られた。

・フィールドワークでいろいろ回っているようだが、内小友地区に
は昨年秋に国の重要文化財に指定された「佐藤家住宅」(明治時
代の邸宅)がある。内小の子どもたちには、機会を捉えて是非一
度は訪れてみてほしい。

・先生方の「業務改善」への取組や誕生日を祝う「ミニ誕生会」の
企画等、風通しのよい職員室になっていて素晴らしい。

すこやか遊びの様子

すこやか遊びの前に、６年生

からの修学旅行報告会があり

ました。


